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82 mixed muses no.10
ジカルと称してもいわゆるストレートプレイも含まれている（「弱虫ペダル」
など）ことも再確認できた。それから、2.5 次元ミュージカルがヒットした要






























































よる VR（ヴァーチャルリアリティ）＋ AR（Augmented Reality 拡張現実）
=MR(Mixed Reality 複合現実感 ) の説明があり、さらに「リアリティ概念の変
化」に関しては、現実感の変化、変容という視点からハイブリッドな現実（HR
＝ Hybrid Reality）という提唱は 2.5 次元文化を考える重要なヒントであると
感じられた。その他、パフォーマンス学関連で Fischer-Lichte. 2014. Theatre 



















85mixed muses no.10 
ミュージカルが、既成のミュージカルの音楽様式とどのように異なっているの
かその特徴に関して、筆者は 2.5 次元アーティストの存在、J-Pop への影響な
どを視野に入れながら音楽人類学の立場からの考察を模索している。
　松田氏の発表の中で AiiA 2.5 Theater Tokyo つまり、2.5 次元ミュージカル
の専門劇場が 3月 21 日、渋谷にオープンすることが言及された。しかも、4
か国語字幕が選択できる映画の３D眼鏡のようなゴーグルが配備されるとい
う。それによってミュージカルの世界にどのような変化が起きるか大いに注目
される。
　
